
平成１４年６月１日号　18

お
年
寄
り
が
要
介
護
状
態
と
な
ら

な
い
よ
う
に
そ
の
原
因
を
取
り
除
き
、

年
を
重
ね
て
も
い
つ
ま
で
も
元
気
で

生
き
生
き
と
暮
ら
す
た
め
の
「
介
護

予
防
」。
そ
の
推
進
の
た
め
に
、
保
健

師
な
ど
が
訪
問
指
導
を
し
な
が
ら
、

介
護
予
防
調
査
を
行
い
ま
す
。
訪
問

前
橋
工
科
大
の
大
学
院
（
修
士

課
程
）
Ａ
日
程
入
学
の
学
生
を
募

集
し
ま
す
。

な
お
、
社
会
人
・
外
国
人
留
学

生
特
別
選
抜
は
、
Ｂ
日
程
と
し
て

十
月
二
十
日
�
の
試
験
で
す
。

試
験
日
＝
７
月
７
日
�

会
場
＝

前
橋
工
科
大
　
入
試
区
分
・
募
集

専
攻
・
分
野
・
定
員
・
試
験
科
目

＝
下
表
の
と
お
り
　
出
願
期
間
＝

６
月
24
日
�
〜
27
日
�

合
格
発

表
＝
７
月
12
日
�
　
募
集
要
項
の

請
求
＝
封
筒
の
表
に
「
大
学
院
募

集
要
項
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
二

前
橋
工
科
大

大
学
院
生
を
募
集

百
四
十
円
切
手
を
張
っ
た
あ
て
先

明
記
の
返
信
用
封
筒（
角
型
２
号
）

を
同
封
し
、
〒
３
７
１
―
０
８
１

６
前
橋
市
上
佐
鳥
町
四
六
〇
―

一
・
前
橋
工
科
大
（
�
２
６
５
―

０
１
１
１
）
へ

の
と
き
に
、
生
活
状
況
を
伺
い
、
個

別
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
介
護
高
齢
福
祉

課
�
８
９
０
―
６
１
３
３
へ
。

次
の
要
件
を
満
た
す
人
を
対
象
に
、

調
査
後
、
必
要
に
応
じ
た
日
常
生
活

用
具
を
一
定
の
基
準
額
を
限
度
に
現

物
給
付
し
ま
す
。

な
お
、申
請
は
年
度
内
に
一
回
で
、

一
割
の
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。

対
象
＝
65
歳
以
上
の
在
宅
の
介
護
保

険
非
該
当
者
で
、
日
常
生
活
用
具
が

必
要
な
人
　
給
付
種
目
＝
歩
行
支
援

具
、
ス
ロ
ー
プ
、
手
す
り
、
入
浴
補

助
具
、
介
護
用
補
聴
器
・
助
聴
器

申
し
込
み
＝
介
護
高
齢
福
祉
課
�
８

９
０
―
６
１
３
４
へ

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
や
体
の
弱

い
人
と
話
を
し
た
り
、
一
人
で
外
出

す
る
の
が
難
し
い
人
と
一
緒
に
買
い

物
や
散
歩
、
通
院
し
た
り
、
介
助
を

し
た
り
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
は
随
時
。
自
分
の
得
意

な
こ
と
を
生
か
し
な
が
ら
、
充
実
し

た
毎
日
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
同
セ
ン
タ
ー
�

２
３
２
―
３
８
４
８
へ
。

日
時
＝
�
７
月
４
日
〜
11
月
21
日
の

木
曜
十
回
、
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

�
７
月
６
日
〜
12
月
７
日
の
土
曜
十

回
、
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分
　

会
場
＝
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
新
前
橋
町
）

対
象
＝
八
日
以
上

出
席
が
可
能
で
、
本
講
座
終
了
後
も

継
続
し
て
学
び
、
活
動
す
る
意
欲
の

あ
る
人
、
十
五
人
（
抽
選
）

内
容

＝
良
好
な
人
間
関
係
づ
く
り
や
心
理

的
課
題
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
入
門
　

参
加
費
＝
一
回
二
千
円
　
申
し
込
み

＝
６
月
15
日
�
ま
で
に
市
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
�
２
３
２
―
３
８
４

８
へ市

視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
で
は
、

視
覚
障
害
者
が
外
出
時
に
横
断
歩
道

を
渡
る
と
き
な
ど
の
「
手
引
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
を
養
成
す
る
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
30
日
�
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
３
時
　
会
場
＝
市
心
身
障
害

者
福
祉
会
館
（
朝
日
町
四
丁
目
）

対
象
＝
ど
な
た
で
も
　
参
加
費
＝
五

百
円
（
昼
食
代
含
む
）

申
し
込
み

＝
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
〒
３
７
１
―

０
０
３
５
前
橋
市
岩
神
町
四
丁
目
二

〇
―
七
―
一
〇
一
・
五
十
嵐
祥
浩
さ

ん
（
�
２
３
２
―
２
７
４
８
）
へ

知
的
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加

を
促
し
、福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、

知
的
障
害
者
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
を
派

遣
し
ま
す
。

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
を
希
望

す
る
知
的
障
害
者
本
人
ま
た
は
保
護

者
は
、
利
用
登
録
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て

の
登
録
者
の
募
集
も
行
い
ま
す
。
登

録
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
要
件
は
、
市

が
主
催
す
る
知
的
障
害
者
ガ
イ
ド
ヘ

ル
パ
ー
講
習
の
修
了
者
ま
た
は
施
設

な
ど
で
の
経
験
者
で
す
。

□
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
講
習
会

日
時
＝
６
月
18
日
�
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
（
後
日
実
習
あ
り
）

会
場

＝
保
健
セ
ン
タ
ー
　
対
象
＝
18
歳
以

上
、
先
着
四
十
人
　
申
し
込
み
＝
障

害
福
祉
課
へ

○
…
問
い
合
わ
せ
は
同
課
�
８
９
０

―
６
１
４
４
へ
。

農
作
物
栽
培
の
基
礎
的
な
知
識
や

技
術
を
習
得
す
る
、
ふ
れ
あ
い
農
業

講
座
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
７
月
〜
12
月
の
土
曜
六
回
、

午
前
８
時
〜
正
午
　
会
場
＝
Ｊ
Ａ
前

橋
市
本
所
（
富
田
町
）
ほ
か
　
対
象

＝
農
業
や
野
菜
栽
培
に
興
味
の
あ
る

人
、
先
着
三
十
人
　
内
容
＝
野
菜
栽

培
の
基
礎
講
義
、
秋
冬
野
菜
の
栽
培

実
習
　
参
加
費
＝
無
料
　
申
し
込
み

＝
６
月
19
日
�
ま
で
に
農
業
委
員
会

事
務
局
（
�
８
９
０
―
６
７
３
３
）

へ
直
接

申
請
で
高
齢
者
に

生
活
用
具
を
給
付

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を

入
門
講
座
で
学
ぶ

介
護
予
防
の
た
め
の

調
査
に
伺
い
ま
す

講
習
会
に
参
加
し
て

視
覚
障
害
者
を
補
助

知
的
障
害
者
の
自
立

ヘ
ル
パ
ー
が
手
助
け

買
い
物
や
会
話
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

栽
培
の
基
礎
を
習
得

ふ
れ
あ
い
農
業

前橋工科大大学院工学研究科（修士課程）学生募集

入試区分 専攻 分野 募集定員 試験科目

一
般
選
抜

建設工学
地盤防災

書
類
審
査
・
面
接

地域計画
地域環境整備

建築学
建築計画・意匠
建築構造・材料

システム
情報工学

電子情報システム
知識情報システム
通信・制御システム

各専攻
６人


